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ダダ・シュルレアリスムにおけるマネキンの諸相
蘆田裕史／京都大学大学院博士後期課程
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大会発表要旨　2008.  7.19  『デザイン理論』 53/2008

　シュルレアリスムの主導者アンドレ・ブル
トンは，『シュルレアリスム宣言』（1924年）
において美を「驚異」と捉え，その一例とし
て「現代的なマネキン」を挙げている。シュ
ルレアリスムに先立つダダにおいても，マッ
クス・エルンストのリトグラフに見られるよ
うに，マネキンをモチーフとした作品が作ら
れることがあった。これまでダダやシュルレ
アリスムにおけるマネキンが論じられるとき
はいつも，ジョルジョ・デ・キリコからの影
響のみが指摘されてきたが，発表者は，ダ
ダ・シュルレアリスムにおけるマネキンはつ
ねにモードに密接に関わる存在として扱われ
てきたと考える。
　本発表では，まず人形というカテゴリーの
なかでのマネキンの位置づけを確認した上で，
ダダイストやシュルレアリストたちがそのイ
メージやテクストにおいてどのようにマネキ
ンを描いていたかを分析し，マネキンが有し
ていた意味を明らかにした。さらに，このマ
ネキンというひとつの身体を通じて，ダダ・
シュルレアリスムにおける身体観の一端をも
解明することを目指した。
　マネキンについて論じるためには，まず
もってマネキンを多少なりとも定義づけねば
ならない。マネキンが人形の一種であること
は疑い得ないが，一口に人形といっても様々
な用途があるはずである。ここでは，美学者
の増渕宗一が人形を衣装によって彫像と区別
した（『人形と情念』）ことを踏まえつつ，人
形をその目的によって３つのカテゴリー，す
なわち「玩具としての人形」，「道具としての
人形」，そして「それ自体を展示するための

人形」に分類した。この分類法に沿って考え
ると，マネキンの目的は衣服の展示にあるた
め，「道具としての人形」に属するものだと
いえるだろう。このことを踏まえながら，ダ
ダ・シュルレアリスムにおけるマネキンの起
源を探った。
　『シュルレアリスム宣言』におけるマネキ
ンへの言及は，これまでデ・キリコに由来す
るものだと考えられてきたが，実際にデ・キ
リコの《不穏なミューズたち》や《ヘクトル
とアンドロマケ》におけるフィギュール（こ
こでは人体を模した形象をこのように呼ぶこ
とにする）に目を向けると，前者においては
衣服を展示するための支持体としての機能を
持つようには見えず，後者においては神話上
の人物を描いているため，いわばコピーとし
ての蝋人形のような存在に近く，マネキンと
しては不完全なものだといえる。
　一方，デ・キリコの影響を受けつつ制作活
動を開始したダダイスト，マックス・エルン
ストのリトグラフ《モードよあれ，よしや芸
術が滅ぶとも》にはマネキンのモチーフが描
かれているが，ここにはデ・キリコの描く
フィギュールとは決定的な差異が見られる。
それはエルンストの描くマネキンが「現代的
な衣服」を身につけているという事実である。
このことの重要性は，マネキンは主として
ショウ・ウィンドウに置かれているがゆえに，
それが身につける衣服は原則として流行のも
のでなくてはならないこと，ブルトンが
『シュルレアリスム宣言』において「現代的
なmoderne」という形容詞をマネキンにつ
けていることから理解されるだろう。この
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「現代的」ということばからは容易に詩人の
シャルル・ボードレールが思い起こされるが，
実際，ブルトンはボードレールを引き合いに
出しながらエルンストについて論じているの
である。ブルトンによれば，エルンストも
ボードレールもともに「新しいものを見出
す」，つまり「現代性modernité」を追い求
める芸術家として評価しているのだが，この
現代性という概念がボードレールにおいては
モードと積極的に関連づけられることばであ
ることを考えると，エルンストのマネキンは
モードへの参照項として捉えられることがわ
かるだろう。
　実のところ，ブルトンもエルンストと同様
に，その最初期からマネキンとモードを結び
つけていた。それは自動筆記の最初の実験と
いわれるフィリップ・スーポーとの共著『磁
場』（1920年）のなかの一章「白い手袋」か
ら推測される。ここでブルトンはショウ・
ウィンドウのなかのマネキンを描写している
のだが，このマネキンからはデ・キリコ的な
フィギュールはまったく感じられない。むし
ろ，ここでブルトンが想定しているマネキン
は，明らかにモードを呈示するための装置と
してのそれなのである。
　ブルトンが衣服ならびにモードの提示装置
としてのマネキンに関心があったのだとすれ
ば，当然のように衣服そのものにも関心を抱
いていたはずである。それは『シュルレアリ
スム革命』の第１号（1924年）に掲載された
ブルトンのテクストにあらわれている。そこ
ではマネキンに言及されることはないものの，
「この夢の第１部は衣装の展示と実現に捧げ
られている」と述べ，さらに「衣装のフォル
ムは人間のシルエットを残さない。たとえば
それは，二等辺三角形になるのである」と言
う。
　つまり，ブルトンは衣服のフォルムを身体

に作用するものだと考え，衣服は人体のシル
エットを二等辺三角形にまで簡略化しうると
いう。この身体の簡略化，あるいは抽象化は
マネキンという身体ときわめて密接に結びつ
けられる。というのは，マネキンは衣服を展
示できさえすればそれでよく，必ずしも人間
の身体を模したものである必要はないからで
ある。そのため，頭部や胴体，あるいは四肢
に欠損があっても何ら問題がないのである。
つまり，マネキンにおいて重要なのは人体と
のフォルムの類似なのではなく，衣服の支持
体としての機能なのである。
　このようなブルトンのマネキン観を念頭に
置いてシュルレアリスムの絵画やコラージュ
などに見られるフィギュールを思い起こせば，
しばしば身体が切断，あるいは解体されてい
ることに気付くだろう。これは，身体がマネ
キン化されているととらえられるのではない
だろうか。つまり，人間の身体が抽象化され
たり，不在化，あるいは不可視化されたりす
ることにより，衣服が強調される。こうして
シュルレアリスムにおいて，衣服が身体に
とってかわるという現象が起きるのである。
　以上のようにダダ・シュルレアリスムにお
けるマネキンのモチーフを取り上げ，そこか
らダダイスト・シュルレアリストの身体観を
考察してきた。ここで明らかとなったのは，
ダダ・シュルレアリスムにおけるマネキンと
モードとの密接な関連，さらには身体のマネ
キン化とでも呼びうる現象である。つまり，
身体が抽象化あるいは不在化することによっ
て，身体は衣服の支持体となり，衣服が前面
に押し出される。こうして，ダダイストや
シュルレアリストが身体よりも衣服を重視し
ていた可能性が示唆されるのである。


